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槻　測　手　引 （6） 遊星面の観測
　寓言　遊星面の槻察は，適常の四生器械な得られるならば，アマチュアごして恐らく最
も興味ある観測目標であらう．太陽黒川相引数法，憂光星観測等ま共に，專門的な‡1り蜜器
械な饗ぜすして興味ある仕嶺か爲し得られる貼で，月面観測ご共に，アマチュアに課d：ら
れアこ最適のfk：＄であろ．只，太陽や墾光星ご異ろ鮎は，より以上のP祁の器械々要すろ
鮎，よkl以上のシ1イングの嚴撰，そして，絶左なる怨耐力か必要こする黙であらう・如
何なる親測もそうであるが，特にこの遊星面親測に於ては，同部門槻測者漣が，シ1ズ
ン●a一フに集ってその槻測結果な比較冒用し合ふ時の樂しみは，一寸比がないご云って良
い．切、こアマチュア諸氏の御夢加な希って止まない．幸ひ，本年は火星が15年振りの大接
近を1．，すでにもう観測可能の範悶に入uJつ・あるから，：先づ火尾観測の注意から記す事
ミする．
　　　　　　　　　　　　　火星二三上の注意
　観測器械　大きゼ程良いが，大氣ご云ふ障害物が存在する以上，自ら限度がある．亭均
しぬ所，15糎から20糎ミ云ふ所が，能率上氣流の影饗の貼から9一って最も適馴し蛮ロ径だ
らう．但し，これは，通常或1ミ少し悪い氣流1伏態での話で，シ1イングさへ良好なれば，
25－3t）糎は素晴らしい性能た持ってるる．が．悪いシ1イングの許では20糎以上の特，t：反
射鏡はイ．く歯がゆいものである．一方，15糎以下の口脛が全然役に立7二ρかS云ふピ決し
てそうでなく，10糎には10糎，8糎には8糎それぞれ’適當し目地測甲山があろから・無理た・
ぜす，適上しれ目的か途行され，度い（後遮）．
　反射鏡が是か，屈折鐘が可か，＝ん7事を記してゐブニら優に「天界」一班な要すろ事に
tgるから要約すれば，反射は其二戸7二る，絶封色潴ミ云ふ鴨川携げて・色彩の門出i：主力
々注ぎ，屈折ば，氣流1：災される事が砂いご云ふ利X，kA，．以て，專らデイテ置ルの観察1：as
し，雨々其々の五聖な活かして，適材適所，協同魏測の精華拒螢揮すれば・反射ご屈折の
是非論なんか無い筈である．
　次に倍率の里占に言及すろ．これも口径電同じく，非常t：シ1イングt：影響される・ロ筏
に係らす，日本に空で，40倍が完全に使用出來る日に稀であろ・
　先づ，250倍から350轄が火星の蓮二丁測に封じ（，最も遮當U二｛費寧だらう・火星面
上の杢てのデイテ1ル1ミ，300倍で充分鯉測が可能で，曲学の夜，これ以上の披大は・只
像の膨脹1二すぎ一t一，何試しいディテ1・レほ表ttて來ない・本年度の撚大接近1こ（t・150
倍あれば目窪り有効t：見得るだらう・
屈急坂射に比しよtr塙い倍寧が使用出理る・が・飾門川引写【盗絶鰭が
大きくたり，歓貼祉檜大ずる李に蹴るから賢明な策では？よい’鹸qの高倍寧は火星の色が
黄色つぼくかし倍三瓶過ぎる絶彩は明er・t：・79うが・ディテ1ルは見分‘灘くtg　6・
dea，反射の使用者は，筒下方の扉から扇風器により風な途るaSi：よって・シ1イングが
著しく良くtgろ事な銘認し，活用すべきで，これは氣流肌態の悪い時は蝕り効果は無いが
良郊な時は，驚く程効果があり，索晴らしい像S7る・
　　　幟蹴波打って由る時．　　　　　　　　ii5．1｛’一｛；j
耀歴総懸照富豪二品灘㍑lll
で，これ層判り易く書き墾へ大別するご・
　L2．3．　星像ボやけて最悪（Seei・g　Very　B・td）
　4．5．　　星像納々ハツキリ，梢々不良（Seeing　Poor）
　6．7．　　」艮像よく，見え方可（Seeing　good）
　8．9．1〔♪．　星像連吟，見え方優良（Scci・・g　Excelleht）
撫二？嬢鵬：遊糊勿で｛‡燗紳から’LF　’1　1’　CD近傍馳嫡・…
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観㍊譲認1撫1灘讐撒【1騨の蜘幅・h暖
リイ・グの良否繊ず臨承脚スケP卿’レ?絈e自が晦・、。1，，
躍懸篇諜羅鉱山1襲瀞驚騨
購・この騨・ケ1ルは・・1・・1’（12・5糎川擢麟の瓢で恒偏見鳩勧r
裁慰撫博論二品暴寛穿螺錨隙瓢
　L田圃が普通，第3明峰の直流の2倍の大きさに横がろ程ボやけてみる．　　’
　2．星像が時々，第3明倫の直裡の2倍迄披ヵ；ろ時．
　3．星陳は殆んご第3明輪の大きさに披がれるい1喜心1工租々光なし．
4・’颯塒姻整榔見え・輝星1・は干渉輪髄切れ声F嚇々認められ7．、HtF．
　5．メ艮の同論像は常に見え，輝星にに干渉倫の弧がJuY々認め。）れろ時．
　6．晃の園盤像は常に見え，．f二渉輪の短かき弧は常に見ゆうRtF・
螺騨㈱購が醐欄轍く幽幽とこ沁つ・1　．；1　c，t｝一
8・星のE㈱の椥常1こ趣サ鋤こO干渉輪の長獅；見えるが・こ噛叙靴
勲：・難綴黛期戴搬欝ll瀦綴鋤1
　だから先づ下表の如く加減すれば良いだらう．
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